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市町村名 名護市

令和元年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－⑥ 名護市産業支援センター機能強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３－３－(９)－ア

ものづくり産業の戦略的展開

担当部課名 地域経済部　商工・企業誘致課
事業実施

（予定）年度
平成30～令和１年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－(１)

事業内容 雇用の創出を図るため、名護市産業支援センター（５階フロア）にオフィス、会議室、トイレ等を整備する。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 R1年度 R1年度（繰越） R2年度 R3年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 11,536 146,443

(b)予算現額 6,146 146,443

(c)増減額(b-a) ▲ 5,390 0 0 0 0

(d)繰越額 119,328

A．計(b+d) 6,146 146,443 119,328 0 0

B．執行済額 6,145 27,115 117,310

うち交付金充当額 4,916 21,692 93,848

次年度繰越額 0 119,328

執行率（％）(B/A) 100.0% 18.5% 98.3% #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明

　H30年度は「建築設計業務棟積算基準（沖縄県土木建築部）」に基づき、改修後の図面作成に係る複雑度の低いAとして
設計を見直したため、5,390千円が不要となった。R1年度に146,443千円の交付決定を受けたが、入札不調により事業を遂
行することができなかったため、119,328千円をR2年度に繰越した。R2年度においても1度は入札不調となったが、その後
落札者が決定し、事業を期限内に完了することができた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R1活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

機能強化工事の完了

目　標
実施設計策

定完了
機能強化工事

完了

実　績
実施設計策

定完了
機能強化工事

完了

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　平成30年度に実施設計を完了し、令和２年度に機能強化工事（建築工事、電気設備工事、機械設備工事）を行い、会議室2
室、事務室3室を新たに設置した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R1成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R1年度 R2年度

目標値
（　年度）

機能強化工事の完了

目　標
実施設計
策定完了

機能強化
工事完了

実　績 完了
機能強化
工事完了

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・Ｒ１年度は入札不調により機能強化工事を完了することができず、Ｒ３年３月末で整備が完了し、令和３年４月から供用が開始されてい
る。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・機能強化工事完了により、オフィス及び会議室の供用が可能となったことから、
更なる産業振興を図る支援拠点として、新たな雇用の創出を促すことができるよ
うになった。

・ホームページや広報誌を活用しつつ、商工会、観光協会及び関係機関等
とも協力しながら、進出希望企業への案内を行っていく。

今後の取り組み方針

・ホームページや広報誌を活用しつつ、商工会、観光協会及び関係機関等とも協力しながら、進出希望企業への案内を行っていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

144,425 144,425 115,540 28,885 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託及び工事の業者選定は指名競争入札により実施して
おり、妥当であったと考えている。
○予算規模について不用額が7,409千円となっており、改善
を要す。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

名護市

144,425千円

工事請負費
143,380千円

備品購入費
1,045千円

有限会社許田組
76,335千円

株式会社ﾔﾏﾅﾐｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ
30,690千円

有限会社三興建設工業
34,485千円

NHO
1,870千円

沖ｾﾞﾛｯｸｽ株式会社
1,045千円

名護市産業支援センター機能強化
事業建築工事

名護市産業支援センター機能強化
事業電気設備工事

名護市産業支援センター機能強化
事業機械設備工事

名護市産業支援センター機能強化
事業工事監理業務委託

名護市産業支援センター機能強化
事業備品購入
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市町村名 名護市

令和元年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-⑪ 21世紀の森体育館機能強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－２－（１）－イ

スポーツアイランド沖縄の形成

担当部課名 地域経済部　文化スポーツ振興課
事業実施

（予定）年度
令和元年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容
スポーツコンベンション誘致件数増加を図るため、照明のLED化、床の補強及び備品の購入を行い、21世紀の森体育館の機能の強化を実施し
た。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和３年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度 R1年度 R1年度（繰越） R2年度 R3年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 80,868

(b)予算現額 80,868

(c)増減額(b-a) 0 0 0 0 0

(d)繰越額 55,303

A．計(b+d) 0 80,868 55,303 0 0

B．執行済額 11,739 49,754

うち交付金充当額 9,391 39,803

次年度繰越額 55,303

執行率（％）(B/A) #DIV/0! 14.5% 90.0% #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明
　21世紀の森体育館の照明及び床の改修工事について、利用団体及び施設管理者との協議、調整に不測の日数を要
し、工事費にかかる55,303千円を令和2年度に繰越をした。最終的に、入札執行残により、不用額が生じたが、当初予定
していた事業内容を全て実施できた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R1活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

21世紀の森体育館機能強化

目　標 機能強化 機能強化

実　績 繰越 機能強化

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　21世紀の森体育館機能強化に係る整備工事について、利用団体及び施設管理者との協議、調整に不測の日数を要し、
令和元年度内の完了が困難となり令和２年度に繰越をし、完了した。当初設定した活動目標については達成することができ
た。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R1成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R1年度 R2年度

目標値
（3年度）

バスケットリングの整備

目　標 １件

実　績 １件

メインフロア床事故防止対策

目　標 １件 １件

実　績 繰越 １件

メインフロア照明LED化

目　標 １件 １件

実　績 繰越 １件

サブアリーナ照明LED化

目　標 １件 １件

実　績 繰越 １件

【R3成果目標】
・スポーツ合宿件数　9件
・施設利用人数　111,400名

目　標
（　　9件　　）
（111,400名）

実　績



進
捗
状
況
説
明

　21世紀の森体育館機能強化に係る整備工事について、利用団体及び施設管理者との協議、調整に不測の日数を要し、
令和元年度内の完了が困難となり令和２年度に繰越をし、完了した。当初設定した活動目標については達成することができ
た。

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　今後、県外の実業団や大学によるスポーツ合宿及び大会誘致に向けて取り組
む必要がある。

　HP等を利用して県外の実業団や大学に対し、施設機能の紹介やスポー
ツ合宿助成金の情報発信を行い、スポーツ合宿の利用促進に向けた誘致
活動の実施が必要である。

今後の取り組み方針

HP等活用し、県外実業団や大学等に対し、施設機能の紹介や、スポーツ合宿助成金に関する情報発信を行い、スポーツ合宿誘致活動を実施する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

61,493 61,493 49,194 12,299

評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託及び工事の業者選定は指名競争入札により実施し
ており、妥当であったと考えている。
○予算規模については当初予定していた事業の活動内容
に応じた基準等（積算基準）により算出され、適正な規模で
あったと考える。
〇費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目

名護市

61,493千円

委託費

1,839千円

工事費

49,75４千円

株式会社国吉設計名護支店
1,839千円

有限会社新一建設
9,364千円

有限会社名桜電水
40,389千円

備品購入費

9,900千円

株式会社オリエンス名護営業
所

9,900千円

21世紀の森体育館床改修設計業務委託
21世紀の森体育館照明改修設計業務委

託

21世紀の森体育館床改修工事

21世紀の森体育館照明改修工事

バスケリング売買契約


